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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第２四半期
累計期間

第54期
第２四半期
累計期間

第53期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （千円） 805,647 979,092 1,648,968

経常利益 （千円） 102,565 170,804 210,493

四半期（当期）純利益 （千円） 127,353 156,744 241,459

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 925,750 925,750 925,750

発行済株式総数 （千株） 5,000 5,000 5,000

純資産額 （千円） 6,913,835 7,189,314 7,096,521

総資産額 （千円） 7,695,182 7,996,509 8,097,444

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 32.53 40.04 61.68

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 5.00

自己資本比率 （％） 89.8 89.9 87.6

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 140,951 20,524 403,826

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △64,038 △14,732 47,058

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △19,514 △19,488 △19,547

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,389,719 1,757,278 1,771,301
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回次
第53期

第２四半期
会計期間

第54期
第２四半期
会計期間

会計期間

自平成26年
　７月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　７月１日
至平成27年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 14.76 16.39

　注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　（１）業績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢が改善されるなど緩やかな回復基調となりま

した。一方、中国の景気減速や米国の利上げ観測などから、先行きは不透明な状況にあります。

　当社が属するスクリーン印刷用製版業界におきましては、主要顧客である電子部品業界において、スマートフォ

ンや自動車関連の部品の需要拡大により、一部の製品の出荷額が増加傾向にありますが、本格的な回復には至って

おりません。

　このような状況のもと、当社におきましては、営業・製造・技術が一体となり、高精度製品の安定生産、生産効

率の向上に取り組んでまいりました。その結果、売上高につきましては、製品売上高８億59百万円（前年同期比

16.6％増）、商品売上高１億19百万円（前年同期比75.5％増）となり、売上高合計９億79百万円（前年同期比

21.5％増）となりました。

　利益面におきましては、売上高の増加と継続的に取り組んでまいりました経費削減等が功を奏し、営業利益１億

49百万円（前年同期比78.8％増）、経常利益１億70百万円（前年同期比66.5％増）、四半期純利益１億56百万円

（前年同期比23.1％増）となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①スクリーンマスク

　当セグメントにおきましては、表示素子や受動部品用の売上が増加した結果、売上高７億円（前年同期比

17.9％増）、セグメント利益２億27百万円（前年同期比36.8％増）となりました。

②フォトマスク

　当セグメントにおきましては、表示素子用のフォトマスクの売上が堅調に推移した結果、売上高１億59百万円

（前年同期比10.8％増）、セグメント利益62百万円（前年同期比9.7％増）となりました。

③その他

　当セグメントにおきましては、スクリーン印刷用資機材の売上が堅調に推移し売上高１億19百万円（前年同期

比75.5％増）、セグメント利益18百万円（前年同期比20.8％増）となりました。

 

EDINET提出書類

株式会社ソノコム(E02428)

四半期報告書

 4/18



　（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べて14百

万円減少し、17億57百万円（前年同期 13億89百万円）となりました。

　また、当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において、営業活動の結果得られた資金は、前年同期比85.4％減の20百万円となりまし

た。これは主に、税引前四半期純利益１億91百万円があったものの、売上債権の増加62百万円や法人税等の支払額

29百万円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において、投資活動の結果使用した資金は、前年同期比77.0％減の14百万円となりまし

た。これは主に、投資有価証券の償還による収入１億１百万円があったものの、投資有価証券の取得による支出１

億３百万円や有形固定資産の取得による支出７百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において、財務活動の結果使用した資金は、前年とほぼ同額の19百万円となりました。こ

れは、配当金の支払額19百万円によるものであります。

 

　（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　（４）研究開発活動

　　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、25百万円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

　（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社を取り巻く事業環境は非常に厳しく、スクリーン印刷用製版業界でも競争が激化し、お客様からの値下げ圧

力は引き続き強まっております。

　当社は、お客様の要求する高精度な製品をより効率的に生産・販売が出来るように取り組んでまいります。

　また、電機業界では、組み立て工程や部品実装工程の海外移転が進んでおりますが、当社では主に国内で生産さ

れる最先端の電子部品・デバイスの製造に使用されるマスクを製造してまいります。

　当社といたしましてはこれらの状況を踏まえ、これまでに導入した設備の稼働率を高め、高精度な製品の安定供

給を行ってまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,936,000

計 12,936,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,000,000 5,000,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数 100株

計 5,000,000 5,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成27年７月１日～

 平成27年９月30日
－ 5,000 － 925,750 － 1,405,550
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 岨野　俊雄  東京都世田谷区 843 16.87

 有限会社ケイエスシー  東京都世田谷区代沢２－１－８ 538 10.76

 岨野　公一  東京都世田谷区 467 9.34

 岨野　弘子  東京都世田谷区 293 5.86

 ソノコム社員持株会  東京都目黒区目黒本町２－15－10 125 2.50

 株式会社りそな銀行  大阪府大阪市中央区備後町２－２－１ 124 2.48

 石井　博幸  広島県福山市 72 1.45

 日本生命保険相互会社  東京都千代田区丸の内１－６－６ 66 1.32

 久森　香代子  神奈川県横浜市南区 54 1.09

 段　貴久子  東京都世田谷区 49 0.99

計 － 2,635 52.71

（注）上記のほか、自己株式が1,085千株（発行済株式総数の21.70％）あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　 1,085,000 －
－

完全議決権株式（その他） 普通株式　　 3,913,600 39,136 －

単元未満株式 普通株式　　　　 1,400 － －

発行済株式総数 5,000,000 － －

総株主の議決権 － 39,136 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数10個）含まれて

おります。

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ソノコム
東京都目黒区目黒本

町二丁目15番10号
1,085,000 － 1,085,000 21.7

計 － 1,085,000 － 1,085,000 21.7

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成27年７月１日から平成27

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、監査法人和宏事務所による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,227,801 2,185,667

受取手形及び売掛金 475,417 537,610

有価証券 943,500 971,611

商品及び製品 4,038 3,831

仕掛品 30,439 36,396

原材料及び貯蔵品 55,966 64,217

その他 16,104 40,548

貸倒引当金 △2,044 －

流動資産合計 3,751,224 3,839,883

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 700,481 681,700

機械及び装置（純額） 136,362 125,747

土地 1,390,510 1,390,510

その他（純額） 19,218 20,373

有形固定資産合計 2,246,572 2,218,331

無形固定資産 5,794 5,011

投資その他の資産   

投資有価証券 1,852,323 1,687,260

その他 241,530 246,022

投資その他の資産合計 2,093,853 1,933,283

固定資産合計 4,346,220 4,156,626

資産合計 8,097,444 7,996,509

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 151,821 162,677

未払法人税等 29,955 35,800

引当金 31,554 35,208

その他 306,281 119,441

流動負債合計 519,611 353,127

固定負債   

退職給付引当金 27,637 18,013

役員退職慰労引当金 354,246 358,529

繰延税金負債 99,427 77,524

固定負債合計 481,311 454,067

負債合計 1,000,922 807,195

純資産の部   

株主資本   

資本金 925,750 925,750

資本剰余金 1,405,550 1,405,550

利益剰余金 5,239,209 5,376,379

自己株式 △681,151 △681,151

株主資本合計 6,889,357 7,026,527

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 207,163 162,786

評価・換算差額等合計 207,163 162,786

純資産合計 7,096,521 7,189,314

負債純資産合計 8,097,444 7,996,509
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 805,647 979,092

売上原価 537,288 643,186

売上総利益 268,359 335,906

販売費及び一般管理費 ※ 184,719 ※ 186,384

営業利益 83,639 149,522

営業外収益   

受取利息 18,274 18,905

為替差益 2,478 －

その他 1,707 3,940

営業外収益合計 22,460 22,846

営業外費用   

固定資産除却損 3,533 87

投資有価証券償還損 － 1,150

為替差損 － 326

その他 0 0

営業外費用合計 3,534 1,564

経常利益 102,565 170,804

特別利益   

受取弁済金 34,601 20,734

特別利益合計 34,601 20,734

税引前四半期純利益 137,167 191,539

法人税、住民税及び事業税 9,814 34,794

法人税等合計 9,814 34,794

四半期純利益 127,353 156,744
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 137,167 191,539

減価償却費 45,499 45,792

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,628 9,754

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,221 4,282

退職給付引当金の増減額（△は減少） △10,062 △9,623

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △6,100

受取利息及び受取配当金 △18,943 △19,682

為替差損益（△は益） △2,478 326

有形固定資産除却損 3,533 87

投資有価証券償還損益（△は益） － 1,150

受取弁済金 △34,601 △20,734

売上債権の増減額（△は増加） △16,118 △62,193

たな卸資産の増減額（△は増加） 8,644 △14,000

仕入債務の増減額（△は減少） △27,112 10,856

その他 △7,183 △122,484

小計 91,193 8,969

利息及び配当金の受取額 18,589 19,823

弁済金の受取額 34,601 20,734

法人税等の支払額 △6,884 △29,003

法人税等の還付額 3,452 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 140,951 20,524

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,000,000 △700,000

定期預金の払戻による収入 300,000 700,000

有価証券の償還による収入 700,000 －

有形固定資産の取得による支出 △55,539 △7,880

投資有価証券の取得による支出 △4,942 △103,443

投資有価証券の償還による収入 4,995 101,076

その他 △8,552 △4,484

投資活動によるキャッシュ・フロー △64,038 △14,732

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △19,514 △19,488

財務活動によるキャッシュ・フロー △19,514 △19,488

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,478 △326

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 59,876 △14,023

現金及び現金同等物の期首残高 1,329,842 1,771,301

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,389,719 ※ 1,757,278
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

給与手当 43,318千円 43,504千円

賞与引当金繰入額 5,322千円 9,951千円

退職給付費用 2,809千円 2,214千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,221千円 4,282千円

試験研究費 28,921千円 25,839千円

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期累計期間

（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 2,156,587千円 2,185,667千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,000,000千円 △700,000千円

有価証券勘定に含まれる現金同等物 233,131千円 271,611千円

現金及び現金同等物 1,389,719千円 1,757,278千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 19,574 5 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年９月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 19,574 5 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

 

（金融商品関係）

　金融商品に関する四半期貸借対照表の科目ごとの四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と

比較して著しい変動がありません。

 

（有価証券関係）

　有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント その他

（注）
合計

 スクリーンマスク フォトマスク 計

売上高      

外部顧客への売上高 593,724 143,942 737,666 67,980 805,647

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 593,724 143,942 737,666 67,980 805,647

セグメント利益 166,136 57,203 223,340 15,354 238,695

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「スクリーン印刷用資機

材」等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差

異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計

「その他」の区分の利益

全社費用（注）

223,340

15,354

△155,055

四半期損益計算書の営業利益 83,639

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び試験研究費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント その他

（注）
合計

 スクリーンマスク フォトマスク 計

売上高      

外部顧客への売上高 700,288 159,468 859,757 119,335 979,092

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 700,288 159,468 859,757 119,335 979,092

セグメント利益 227,304 62,726 290,030 18,551 308,582

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「スクリーン印刷用資機

材」等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差

異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計

「その他」の区分の利益

全社費用（注）

290,030

18,551

△159,060

四半期損益計算書の営業利益 149,522

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び試験研究費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 32円53銭 40円04銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 127,353 156,744

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 127,353 156,744

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,914 3,914

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ソノコム(E02428)

四半期報告書

17/18



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月11日

株式会社ソノコム

取締役会　御中

 

監査法人 和宏事務所

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 大嶋　 豊 　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 髙木　快雄　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ソノコ

ムの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第54期事業年度の第２四半期会計期間（平成27年７月１日から平成27

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソノコムの平成27年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　     ２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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